
「旭川大雪会」は日本糖尿病協会に所属している糖尿病の患者会です

　全国に会員の患者と医療スタッフで作られた約1600の糖尿病の「友の会」と
47の都道府県糖尿病協会が連携して「日本糖尿病協会」は事業を行っています。
　患者さんならびに一般国民への糖尿病に関する情報配信や療養指導、予防など
重要な役割を果たす団体として1961年に「日本糖尿病協会」が設立されました。
　現在の会員数は10万5000人です。

日本糖尿病協会は糖尿病を克服し国民の健康の増進に寄与
することを目的に、
「糖尿病の予防と療養についての正しい知識の普及啓蒙」
「患者・家族と広く予備軍の方々への療養支援」
「国民の糖尿病の予防と健康増進のための調査研究」
「国際糖尿病連合の一員としての糖尿病の撲滅を目的と
した国際交流」などの事業を行う公益社団法人です。
　皆さんがよく使われている糖尿病連携手帳は、協会の
４つの事業のひとつ、医療教育活動の一環として発行さ
れています。

「旭川大雪会」は1968年に創立され、昨年（2018年）､50周年を迎えました  

2018年10月20日　大雪会創立50周年記念講演会及び祝賀会が行われました
道内の患者会、会員、医療スタッフよりお祝いのメッセージを頂きました！　　　50年を振り返るDVD鑑賞も行われました。

機関紙「大雪」１号から７９号を展示しました。

旭川赤十字病院　糖尿病患者会　「旭川大雪会」のご紹介
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【活動内容】

■総会・春のお食事会 ■月刊　糖尿病ライフ「さかえ」の配布

４月上旬、 ご入会頂くと毎月、無料でお読み頂けます
食事会を兼ねて
総会を行います

■ウォークラリー

６月初旬、
糖尿病クイズに
答えてウォーキング
他会との交流の場
でもあります ■生活習慣病予防市民講演会

10月下旬、森川副院長先生の貴重な講演を
■一泊研修旅行会・パークゴルフ 聴講できます

８月下旬、
2019年は「滝上」
に行きました

■新春の集い・バイキング食事会

２月上旬、
新年の目標を立てています！

■機関紙「大雪」の発行

　３月下旬、大雪会役員が編集委員となり
　患者、医療スタッフの寄稿をまとめ
　年に１回、発行しています
　50周年の2018年で「80号」となりました

★入会は随時受け付けております。
　
　　　　　　入会金100円・会費400円　　　　　　　　　　　　詳細は下記の事務局まで

旭川赤十字病院　医療技術部　栄養課　栄養相談室
<旭川大雪会事務局>

【地域の皆様へ】

当院は地域と連携し救急患者を夜間、休日または深夜を含む２４時間診療することのできる体制を整えております。
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